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競争の導入による公共サービスの改革に関する法律に基づく「広島空港航空灯火施設維持工事（平

成 26 年度～29 年度）」に係る落札者の決定について 

 

競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18 年法律第 51 号）に基づく民間競

争入札を行った「広島空港航空灯火施設維持工事（平成 26 年度～29 年度）」については、下記の

とおり落札者を決定しました。 

 

１ 落札者の住所、名称 

  広島県広島市南区皆実町１丁目９番３５号 

  株式会社中電工広島統括支社 

  取締役支社長 西村 康一 

 

２ 落札金額 

  １５１，０００，０００円（税抜） 

  ※業務期間（平成 2６年１２月２２日～平成３０年 3 月 31 日）４年間分の額 

 

３ 落札者の評価点 

                 

標準点及び加算点の合計 入札価格（税抜） 評価値 

１４２．８点 １５１，０００，０００円 ９４．５６９５点 

 注）評価値は、標準点及び加算点の合計を入札価格で除した値を１０の８乗倍し 

たもので、小数点５桁以下は切り捨て。 

 

４ 落札者決定の経緯及び理由 

広島空港航空灯火施設維持工事（平成 26 年度～29 年度）における民間競争入札実施要項及び

入札説明書に基づき、入札参加者１者から提出された競争参加資格確認申請書類及び技術提案書

について、外部有識者を含む評価者により審査した結果、入札参加資格及び評価基準を満たして

いた。 

入札価格については、１１月２７日に開札した結果、１者が予定価格の範囲内であったことか

ら、１者の総合評価及び施工体制を確認するための審査を行い、上記の者が落札者となった。 

 

５ 落札者における当該公共サービスの実施体制及び実施方法の概要 

落札者が行う広島空港航空灯火施設維持工事（平成 26 年度～29 年度）は、空港等に設置され

ている航空灯火、エプロン照明灯及び道路駐車場灯などの航空灯火等並びに航空保安無線施設、

庁舎管制塔など航空の用に供する航空保安施設等に電力を供給するための電気施設に対しての定

期点検、監視室駐在作業、応急復旧工の 3 業務である。 

これらの実施体制については、航空灯火及び電気施設の機能維持を図るため、常時良好な状態

に保つよう維持工事を行うこととしている。 

実施方法については、空港の円滑な運営及び航空機運航の安全性を確保するため、日々の作業

区域内で安全かつ丁寧に施工することはもとより、決められた時間内に作業を終了し、航空機運

航が確実に開始出来るよう維持工事を行うこととしている。 


